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汁汀機こ】テり御システムは近-fI二ますます多様化,大規校化しており,システムの機能

は梅めて子女推なもジ)とな一-〕てきている(,二こで要求さjLるシステム性能は,高速ん-㌫

捌年ノ女び処矧ごl三の仙小二わたり,掛二大規校化Lたシステムの建設,保11‾:及び拡鮨

〆)容易さが必要不吋欠な課題となっている｡

‖+工尊糾乍析は,二れJ〕のニーーてに対応して,機能分散マルチプロセソサを基本構

造とする32ビット制御用計節機HIDIC V90/50を開発した｡その基本制御ソフトウ

1アではIファー｢ムウェア技術を杭用Lて徹底的に高速応字引ゾI三を追求するととい二,

システムの似忽ミ化托術によるソフトウ_エアの作りやすさ･と,催いやすさを口的とし

た対話処坪機能の充実を頻ノ･∴･二に,オンラインOSと標畔サブシステムグ)体系化をl宝1

一--ノた｡

u 緒 言

HIDIC V90/50(以‾卜,H-V90と略す｡)は､年々大形化,多

様化,俊雄化Lてきている制御用計算機システムの仰易二=

ズーにこたえるべく,【++ンニ製作所が開発Lた32ビットスーパミ

ニコンピュータであるく〕制御梢計界機システムは,H覚まL

い半ヰ体技術の進歩と大形計号音二機からのテクノロジートラン

スファによる作能r｢り+二により,その処理能ソJは汎用･い形機を

超えるレベルに達しており､処理する業務も拡大Cつ･一途をた

どっている｡その結果,ソフト｢7_Lアは急激に人規似化､綾

推化Lてきており,ソフトウ_⊥アの′ト産件をl叫卜させること

が粍めて長安な課題とな一-ノている｡一方,計節機一肌御システ

ムとしてのりアルタイム性,すなわち縞辿応芥作やイi言勅州三,

システムの拡舶′性など,‾Fliり御用としてのノ占本ニーーズはますま

す重要件を増Lてきている｡,

H-V90では,二れ⊥'Jの課題にこたえるため,バーーチャル シ

ステム アーキテクナ17をノ占本イ溝道とするソフトウェア開発よ

拐システムを体系的に卓釧iけるととい二,HIDIC紬シリーズ

での望t古な計算機制御システム〆)経験を柑二,O S(すべレー

ティンブシステム)の機能の拡充,ノlア蛸巨のl｢り上を阿った｡如に,

プログラミングをはじめとLシステム棲設に至るソフトウェ

ア開発の与と休作業を谷易にする対話形機能を拡充_聖訓告L,二

れノ〕をプ基本制御ソフトウエアと漑付け体系化をL刈った｡すな

わち,北本制御ソフトウェアはスーパバイザ,フ7イル管理

ノ女びジョブ符理を小心としたすンラインOSを中心に人山力

標準サブシステム,マルチネットワークシステムの基本制御

機構を含むOS(V900S)の中核をなすものである｡

呵 基本制御ソフトウェアの思想と体系

V900S-ノ長本制御ソフトウェアの開発に当たっては,2,000

システムに及ぶHIDIC80シリ【ズでの計算機制御システム♂)

経験を一尉二,その去⊆本設計思想1),2)を継承発展させることを般

重点課題とした｡軌二,処理装置の性能,機能のir■j.Lをベー

スに,トータルシステムとしてグ)機能の拡充及びOSとして

の件能｢fり上を周るとともに,アプリケーションソフトウエア

の生産性Ir∫J上を追求して以下の諸ノ1くを貞点とした｡
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(1)オンラインリアルタイムOSとLての性能巾+二

H-V90は,制御用計算機として徹臆したリアルタイム件の

追求を第一の課題とL,一つの処理袋帯を枚数f了のブロセソ

サ群で構成する機能分散マルチプロセッサ構造を北本ア【キ

テクチャとしている｡其本制御ソフトウェアのうち,特にフ

ァイル装i程♂)制御,人=力管理,ネットワ【ク管理などのJ占

本別御メカニズムは,各々FCP(ファイル コントロール プ

ロセソサ),IOP(人出ノJ制御7むロセ･ソサ),DWP(データフリ

ーrウェイ制御プロセ､ソサ)などに分散配置L,本来のユーザー

プログラムが実行されるべきJOBP(ジョブプロセリサ)の壬与

荷を背Lく低ブ械し.システム件能の1叶卜をlヌト1た｡また,

JOBP内部で多数のタスクを統括制御し,資粥主管f里を行なう

OS叫こ妄を撤収的にフ了･-,ムウェア化L,機能叫｢り_卜に什う

レスボンて〆)帆‾Fを許さず,むしろ1叶上二させることを実現Lた｡

(2)イか-やすいシステム機能の実現

システム設言十かごっプログラム設計,テストに至るまでのシ

ステム建設作業での柁々のハードウェアの制約を解消するこ

とを士【J比とし,バーチャル システム ア【キテクチャとLて

体系化,ソフトウェア生産性Irl+上を図′ノた｡特に,北本制御

ソフトウェアでは,32ビ､ソトのアドレス空間を生かした仙恕

記低利御を実現することでメモリサイズの制約を解消するこ

と,人山力音別御を統一的に取り扱う入汁リブアー｢キテクチャの

実現,プロセスデータ処理の標準化を支えるアクセス機梢,

ネソトワーークシステムでの論理回線サポートによる端末ハーー

ドゥー1アの制約解消など,多i由的な機能の拡弓王壬を仮想化技術

という観ノ∴-こかノ〕推進した｡

(3)牒畔サブシステムの整ノ備

従来グ)アプリケーションソフトウェアの中で,多様な人出i

力装置に対応Lたデーーータの編集,変換,制御などは,メカニ

ズムとLては共通でありながJ〕も,個別システムの事情にんじ

じた設計,システムの拡張に伴う保守に多大な人手を必要と

するソフトウ▼Lアであった｡H-V90では前記のバ【チャル シ

ステム アーキテクチャの一一貫とLて,データ構造の定式化

を袖に,入出力標準サブシステムの体系化と整備にプJを注いだ｡
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アプリケーションソフトウエア
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DPCS(Distributed Process ControISYStem)

P10(Processlnpuト0utput)

PDMS(Process[)ata Management System)

MDMS(Man Ma_Chi〔e Data Management System)

ファイル

図I H旧IC V90/50基本制御ソフトウェア体系 HIDIC V90/50基本

制御ソフトウエアは,スーパバイザ(PMS)を核とLて,データ管理(FMS),ジ

ョブ管理(+MS)の基本制御ヰ幾構と,マルチ,ネットワークに対応したザプOS及

び入出力装置に対応した標準サブシステムから構成され.多様なシステムを構

成できる｡

(4)傾いやすい対話形機能の充実

キャラクタディスプレイに代表される対話形端末に向かっ

て,システムと直接対話しながらプログラムの開発からシス

テム建設,保守を行なうことのできる対言研≠機能は,今後の

ソフトウェア生産の+Z､要不可欠な機能である｡プログラ ミ ン

グ言ま吾から種々のソフトウェア ユーティ りティ群を一つのコ

マンド言語体系として統一化整備し,ユーザーにとって親し

みやすい対話形機能を丁実現するための多端末制御,ジョブス

ケジュ【リング,ユーザープログラムやデータを格納するフ

ァイル管理機構など,種々の基本制御機構を整備した｡

以上の諸点を特長とするH-V90システムのガ主本制御ソフトウ

ェアは,図lに示すように核となるスーパバイザPMS(Proc-

ess Monitor System)を中心に,データ管理FMS(File Man-

agement System),ジョブ管理JMS(Job Management Sys-

tem)を｢基本制御メカニズムとし,マルチコンピュータシステ

ム,ネットワークシステムなどシステム構成に対応したサブ

O Sと,マンマシン入出力機器,プロセス入出力装置などに

対応した入出力標準サブシステムから成る｡

61 オンラインOS

オンラインO Sは,システムの資i原を一元管理するスーパ

バイザPMSを中心とし,多様なシステム構成に対応する種

種のオプションモジュール及びサブO S群から成り,制御用

計算機システムとして要求される下記の諸項にこたえる基本

構造となるものである｡第一に,システム性能の二基礎をなす
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子さi咄のスケンュMリングや,またOSオ【バヘッドのはとん

どがこのオンライ ンO S部分に依存している｡したがって,

徹底したリアルタイム性追求の鍵がここにあることである｡

第二に,柁々のハ【ドゥェア,ソフトウェアの誤動作,不良

を検出排除L,更には障害部位の検出,解析よ+滋を行なうた

めの基本機構として機能しなければならないこと｡第三に,多

様な展開を必要とするソフトウェア生産性l｢り上のためのツー

ル,よ拉ソフトウェアの動作環境を空たえ,そのオンライン制

御部分としての機能を果たすことである｡第四には,ユ【ザー

のアプリケMショ ンプログラムグ)イ ンタフェースであるマク

ロ命令が盟富に備わっており,かつ目的機能が同一であれば

システム構成にかかわらず同一マクロ命令とし,アプリケー

ションプログラムの互換性,システムの容易な拡張を可能と

することである｡

3.1スーパバイザ(PMS)の機能と特長

JOBPを中心とする処理装置及びFCP,IOPに接続さオした

人出プJ装置などのハードウェア資源,プログラム,データな

どのソフトウェア資源を効率良く連用できるように管理する

ものをPMSと呼ぶ｡PMSは以‾Fに述べる機能と特長を備え

てし､る｡

(1)タスク管理

各校資順の使用権をPMSはタスクを単位として管理する｡

H一V90ではタスク数の二最大を4,095とし,大規校システムの実

現を容易にしている｡また,タスクはイ重光順位に従ってCPU

(中央処理装置)の使用権を得るが,この優先権を0から30ま

での31レベルとした｡優先権の制御については,図2にホす

ようにリアルタイムタスクの先着優先を基本とし,複数の端

末を使用する対話機能をつかさどるインタラクティブタスク

群には一定時限を区切ってCPUの使用権を与えるラウンドロ

ビン方式をも可能としている｡更に,タスク相互のきめ細か

な制御がリアルタイムシステムでは重安であり,このためタ

スクの起動,停止,-一一時停止,再起動,同期制御,優先順位

のダイナミックな変史,排他制御などのマクロ命令を備えて

いる｡

優先レベル タスク種別 スケジューリング

0

2

シ ス テ ム タ ス ク タスク

3

＼

23

ユ ー ザ ー

リアルタイムタスク

ヽ

先着優先

(レベルごと)

′●
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2(∋

インタラクティブタスク

＼

ラウンドロビン

′
●

27

1

30

インタラクティブタスク

バッチタスク

し

先着優先

31 ア イ ド ル

図2 HIDIC V90/50のタスクスケジューリング タスク優先順位

は3ルベルであり,リアルタイム処理を迅速に行なう先着優先と,時分割にCPU

(中央処‡里装置)を割り付けるラウンドロビンの二様の制御を可能とLている｡



Reentrant

Se｢la】lYイeuSab】e

Refreshab】e

S即IalLY-｢eUSable

RefreshabJe

Reentrant

Seria+】Y-reuSable

Se｢ia】lyィeusabJe

図3 HIDIC V90/50のプログラム構造によるタスクの種弓頃 HID】C

V90/50のPMSは,多様なプログラム構造をタスクとLてプ統一的に管理する機構

を備え,きめ細かなシステム機能の実現を可能としている｡

(2)プログラム1守理

プログラムの節理は,タスクとプログラムの対応及び主記

憶装道へのロ【ディング,並びにサブルーチンとタスクプロ

グラムの結′ト及びそ♂)ローナインブを管J埋する｡

主記 ら壬が拡大傾l〔=二あるとは言え,リアルタイムシス

テムでのタスク群は,その応答ノ1ヂL能が設i汁子i州イ山勺にあるこ

とが不‾吋火であI),これを可能とするプログラム管月旦ノブ式と

して,図3にホす四つのタスク椎別と3柏の主プログラムの

j汗埋を行なっている｡タスクの分三相はプログラムか仲田する

ワークとしてスタックが有りか無しかということと,プログ

ラムが一括ローデインク1一丁能なシンプル梢道とセグメント単

位のロ【ナインブを行なうオーバレイ梢造とで分実fiされる｡

後‾肴は,あごJかじめ定めJJれたJii針戸で分1別され,非常駄化さ

れた単位で補肋記憶かごフ主記憶へのプログラム転･送を行なう

ためにきめ細かなタスクとプログラムの設計が‾-】柑巨である｡

また,サブルーチンにつし､ては,常駐,土プログラム1勺に組

み込む非常併,更に必要に応じて主記憶にローディングする

バルクサブルーチンの3柏を備えた｡

(3)主記憶管ガ旦

H-V90の論理的なアドレス領域の大きさは,アドレスにを

32ビットとしたことにより,4Gバイトまで拡脱が叶能であ

る｡この無限に近い領域をもった領城を仮想記憶(Virtual

Storage)と呼び,このイ戊想記怯上のアドレスを伽恕アドレス

(VirtualAddress)と呼ぶ｡プログラムはこの仮想アドレスを

想定して作成することか可能であるか,実際の二iミ記憶(Main

Storage)は殻大でも8Mバイトであり,仮想アドレスは実ア

ドレスに変換して,参照,更新さズーLなければならなし､｡実ア

ドレスを物理アドレス(PllySicalAddress)と呼び,この仮想

アドレスから物玉里アドレスに変換する機イ蒋がアドレス変換機

梢であり,メモリコントロールユニットに実装されている｡

この変換の実態を図4にホす｡OS領域はこのアドレス変換

領域を介さずに‾在接実空間を参貝弔する｡アドレス同定領域は,

仮想アドレスと物二哩アドレスとの対ん仁を固定的に決定してし､

る領域である｡リアルタイムタスク辟は,この同定領域を使

用Lて話し､応答性をもって動作させることができる｡アドレ

ス可変領域は,タスクの起動時に必要な実空間をダイナミッ

クに剤り当て動作させる領域であり,リアルタイム性を必要
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としないプログラムは,この福地を付ソロすることでアドレス

♂)‾制約をぢ‾えずに作I戊することを‖r能とLたく)

(4)人JIiプパユミニ雌

H-V90(ノ)人f=プJ装1凱まFCPやIOPろ,･どの11り目プロセリサに

接続され,こグ)各々にはエラー処増や順け甘珊などグ)従来

OS機能が此iど三さゴLている｡このため,FCPやIOPとJOBP

l勺グ)O Sとのリ ンケージは,システムバスと二iミ記憶を介Lた

プロセソサ間過イ.iを人巨本としてぶり,JOBPのfり行の申即戎と

仰柑J求道のど物ゼ旺自勺特ノlごトカゝノJの独立を可了絶とLた｡

(5)システム管坤

ハードウェア機器群のエラーの検出,回復,放l埠帖報の収

曳三ノ女び一蓄枯,また,タスク単位のル【70空三:工視やマクロ命1ナの

パラメータチェックなど椛々の高イ‾こ言好く化技法を盛り込むとIi+

暗に,H-V90システムではシステムの人規枯き化に耐えノ〕れる

システム管理怖報の採集,苔桃を可能とした｡システム夫桝災

の拡大はすなわち複雑化を意味し,システムの実稼動がどの

ような状態にあるかをオンラインで望:こ視できる機能とLて,

各純で亡iJまi真のイ軒下‖人i妃,負荷や,タスクのトレースなどグ)機能

を伯えた｡

3.2 データ管理(FMS)の機能と特長

rli】j御システムの規帳及び範囲の蛇人に伴い,‖棚卸川.汁托機

システムが処′叩するデータ呈l-とは,5年に1桁の1刊†ナで州ノJ】lし

てきているとごわjLている｡また,対i詩形機能のi.引口による

システム化と亡､1二のために,ソーースプログラムやデータを瑞1峠デ

ィ スク装1ビ壬_卜に1花いてjjく仰山も傾くな一ノてきており,L汁汀

機システムとLて節用しなければなノブないデー1タフ7イル才i

_こ1tは拡ノくの一一途をたどっている｡H-V90では,二れJノブ1フィ
ルを統一的にて1て:用,巻付するためのデータ符理機梢として,

人仁ヰニデータ甘坪(FMS)と拡此三デMタ11二J理を捕えることとした｡
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(仮想空間)

MS

(実空間)
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′
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′
-
/
■
.

′
′
-
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′
/

注:略語説明

GLB(Gioba】Dala)

RSUB(Resid即ISubroutlne)

RTASK(Resident Task)
NR TASK(No〔reSlden一丁ask)

図4 HIDIC V90/58主記憶領1或 H旧IC V90/50では,32ビットアド

レス空間をリアルタイム用タスク群のためのアドレス固定領土或と,応答性を問

題とLなし､プログラムのためのアドレス可変韻域とに分割L,自由度の高い主

記憶管王里を実現Lている｡
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補助記憶装置

VOLl VTOC

マ ス タ

デイレクトり

ユ
ー

ザ
ー

ティレクトり ファイル ファイル

交代トラック

エ リ ア

､′宗､

1.マスタディレクトリ

2.マスタディレクトリの管王里エリア

3.ユーザーディレクトリ

4.ユーザーティレクトリの管王里エリア

5.ファイル

アクセス手続き

1.オーフゝンクローズ

(1)アクセス権チェック

(2)占有制御

2.バッファ制御

3.各種手続き情報

データ操作

1‾.レコードレベルでのアクセス

Get Put

E｢ase Update

2.ロジカル ブロック レベルでのアクセス

Read Write

注:略語説明 VOJl(Vo山me Labe11),VTOC(Vo山me Tab【e of Content)

図5 HIDIC V90/50ファイル管理の機能と構造 H旧IC V90/50基本データ管理では,ディレクトリの管理手法をB十Treeに統一L,種々のファイル編

成とそのアクセスを可能とLている｡

FMSは,図5にホすディ スク装i左を-i三体としたファイルアク

セス機ヰ溝,ノ女び管坪システムであり,妓新のディ レクトリう1こ

f酎支法であるB十Treeイ溝j立により柁々ク‾)フ丁イル舶成とその

アクセスを可能としている｡重た,F別々卸川として主記憶､卜の

デMタもフ1-イルとしてアクセスL処理できるテr-タ符j哩技

法を開発し,りアルタイム作を揃わずに大もをのデ【タを処理

する機能をも伯えた｡

3.3 ジョブ管理(+MS)の機能と特長

ジョブ背理はPMSとFMS(ノ〕機能をベースに,端末を介L

て校数のユーーサーが山積システムと対云講LながJ)什卓を行な

う束寸こ活形ジョブや,あごJかじめ用′注されたデ【タをパソナ的

にシステムに依柏するバッチ形ジョブを統一的に処理する湛

イこ乙川御機購である｡ショブのプ三行を‡旨ホする三吉吾をコマンド

話語と呼び,二れを′乏けてJMSは以‾卜に述べるような機能を

二足たす｡

(1)コマント

ユーテ ィ り テ

(2)コマント

作王買1■苑を考さえ,

ブロセソサと呼ぶプログラ ミ ング言語や各柏

イ をタスクとしてノ土成し,起動する｡

70ロセソサグ)必要とする資棚を割り当て,動

実行,中断及び終‾rの民主視制御をオナなう｡

虹に,JMSは複数の端末の管理制御,空苧告,エラーメソセ

【ジグ)出力,バッチ形ジョブを効率良く行なうためグ)スプー

ル機構などを備え,ソフトウェア開発上托システムの各椎処

理プログラムの基礎となる手刷御ソフトウェアである｡

3.4 マルチシステムサポートOSの機能と特長

HIDIC80シリーズでのマルチシステムは,Ⅳ:1バックア

ップ,ロ【ドンエアシステムを基本にイご束副生と高処理性を北

ね備えたシステム7【キテクチャとして多数のJ芯用を楷み虫

j+ることができた3),4)｡H-V90システムでは,二のマルチシス

テムの基本構造を踏襲し,更に発展させることとした(図6)｡

主な機能は,処≡哩装置の臼+診断,相克監視を通し,バック

アップ系への自動切替えを実現する構成制御,入出力装置を

+ヒ有使用させる共有入出ブJ管理,処j翌装置間の相互通イi言,系

問の資i憤の排他制御を行なわせる共有資丁原管王里などである｢史
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共有10管理

法:略語説明

GM(G】obaL MemorY)

MS(M引n Storage)

GMP(GM Port)

+P(+ob Processor)

旧P(l/O Processor)

FCP(File ControiProcessor)

MAC(Mult【Access Controller)

図6 HIDIC V98/50マルチシステムの構成 マルチシステムは,グ

ローバルメモリを中心に複数台の計算機を配置L,バックアップ機能を備えた

高信頼化システム,計算機間で負荷を分担するロードシェアシステムを実現する｡



に､マルチシステム内ノう処珊装‾L2三をデバッグ系とすることに

上一-ノて,オンライン越帖■い〝)他の系に外札を与えることなく,

システムノ挫.没に什う り7ノレタイム環雌でのテストを吋能とす

るデバッグモ=ド機能をも二人現した｡

3.5 ネットワークOSの機能と特長

ネ､ソトリーークO S亡√上､池†.;岨拙あるいはDFW(Data Free

Way:デー一夕フり--･‾ソェイ)を介して仁二城に分散した才J占;末装

ぃ,1汁一汁機を紙†ナL､7統′ナシステムの尖規を【J指Lたも♂)で

ある5)･(i)｡‾トソトー7--クJしりくで川勺に紙†ナする処+理装1iギグ)機柿に

よ/Jずノトき物とLて船山ミ,統で㌢されていかわばなご〕ぬとのイ立

i己′川◆けかJ〕,H-V90では図7にホすシステム偶成を実現し,

光DFWを小心に追陥人JlりJ装道三の統一的なサポート,ネット

ワーーク1モ体〆‾)ア川i竹J事巨などグ)機能を揃えた｡二妃に,機一指分散

マルチブロセソサゾ)1ミJ叶を′Lかし,ネットr7一ク甘月!に什う

O Sオーーバへ‥ノドをノヾ帖に削i成し,システムの処理作付卜を

ト音トノた‖

【】 入出力標準サブシステム

話ト音盲機制御システムにとって,プロセスと♂)人山ノJと帳票

〆)人亡1リノやプロセスJ肺報をオペレータに知J〕せるマンマシン

人ヱlリブは,椒めて人一りJな人JIけJ機能である｡しかL,二れJ〕

〝)装i馴ま多様な構成,柁糊をもち,かつシステムの搬出主に什

ノーノて二拉も変幻を′壬けやすいもグ)である｡Lたか一-ノて,その制

御ソフト｢フェアの閑雅,仏土`､1:に必安ヒする八千は椀めて多人

で,二れを舵畔的にサポートする体系的な制御機ノ隅が不‾吋欠

川DIC V90′50

SVP

JOBP DWP

ST

虹ST

JOBP DWP

DFW

ST

M

SVP

HIDID 8008シリーズ

HIDIC V90■50

SVP

他コンピュータ

ヨ

ST

H】DIC V90/50基本制御ソフトウェア 867

である｡ニノ)勧レ∴】二かご〕H-V90システムでは,PI/0(Process

Input/Output:プロセス人山ノJ装1呈環)を了†iり御するPDMS(Proc-

ess Data Management System:プロセス人J十リバ1:叩システ

ム)と,プリンタ,カーードリーダ放びカラーCRT(Cathode Ray

Tube)を制御するMDMS(Man-Machine Data Management

System:マンマシンデ【タ管j埋システム)とを開発し,バー｢

チャル システム 7㌧-キテクチャの一つの柱とした｡

4.1PDMS(プロセス入出力管理システム)のヰ幾能と特長

PI/0は一ノ∴】ニーーーーノ∴】二で変換,各椎i汁符といった人‡iけJグ)処理化

様が異なること,物理的なポイント番号があご)かじめブ央延L

にく く,しかも変更が行なわれる場†ナが多々あることという

特徴がある｡‾起に,対範となるプログラムグ)テストも従来は

実機を必要としていた｡このような特質に注目し,PDMSで

は各∴■､】こに対する処理,データ構造をあご〕かじめ定義,生成L,

プログラムかごフは,論手取自勺なPV〔(Process Variable)主とし

てアナログデータを扱う｡〕とLV〔(LogicalVariable)主とL

てディ ジタル人JlりJデ=タを扱う｡〕を扱うことができるよう

にLた｡また,二れJ〕論手酬勺なデータを仲介とLて,テスト

サブシステムにより実機を催わずにプログラムのテストがで

きるようにした｡図8にPDMSの機能とイ溝成をホす｡

4.2 MDMS(マンマシンデータ管理システム)の機能と特長

一汁符機システムが]及うマンマシンテ■-タには多柁多様なも

のがあるが,二こでは蛙めて多用されてし､るCRT酔何と帳渋

について述べる｡CRTとその他の人出力機器とではその機能,

作能の仙ラ【自iで大きな和追があるものの入山ノJする情報そのも

注二略語説明

M(MemorY)

SVP(ServICe Processor)

DWP(Data WaY Processor)

ST(Station)

CCP(Commu山Cat10n CorltrOIProcessor)

DFW(Data Free Way)

虹
ST

口WP JOBP

CCP

H=〕lC

150,350,500,700

80,08シリーズ

】OP

HITAC

Mシリーズ

図7 ネットワークシス

テムのサポート H旧tC

V90/50システムでは.データ

フリーウェイによるDPCS(広

域分散制御システム)と,通信

回線をイ重用Lた多様なネット

ワークシステムを可能として

いる｡
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C R

｢‾

+.

C R

アブ‾リケーション

プ ロ グ ラ ム

CRT

苧
L P

保守･チータ生成システム

入出力実行･監視サブシステム

PV処理

LV処理

割込解析処理

テ スト サ フ■シ ス テ ム

CRT
L P

のは山者に相違がないはずである｡すなわち,帳票はCRT担j

佃をラインプリ ンタやタイプライタなどにハードコピーLた

ものとノ考え,これらを統一的に扱う図9にホす機能群を空別品

した｡MDMSはマンマシンデータ(帳紫やCRT沖j痴情報)を

あらかじめ定義可能とするMDMS/DPS(MDMS/Data Pro-

duction Software:マンマシンデータ生成･保守サブシステ

ム)とユ【サーブログラムからの人出力要求を′受け付けて,これノブ

のデータを参照しながら変捜し,入出プJ処理を実行するMDMS/

Data ControISoftware:マンマシンデ【タ入出力サブシス

入出力要求
待ちテーブル

(生データ)

後

ル

換
｢

変

テ

入 出 力

要求受付
プログラム

換

ムうク一口

変
プ

行

ム

実

ラ

カ

グ

出

口

入

プ

==>データの濡れ

マンマシンテ一夕

(苧オ聖子ート言_芸)

?
TRC

○
～
○

注:略語説明

MDMS(Man-Ma仙ne Data Management SYStem)

DCS(Data ControISoftware)

DPS(Data Pro仙Ction Software)

図9 MDMS(マンマシンデータ管理システム)の機能と構成

MDMSでは,データと手続きを分離Lて作成することができる｡これにより,

ユーザーは論理的なレベルでプログラムを作ればよく,入出力に伴うバッファ

の管理やフォーマットの変換などの処理が自動的に行なわれる｡
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オペレータ
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⊂)芸アミ二て言三三;
流れ

オンラインでのデー

タ,コントロ】ルの

ン荒れ

P10装置

注:略語説明

PV(Process Variable)

LV(+ogicalVarlable)
C R(Card Reader)

CRT(Cathode RaY Tube)
L P(Line Printer)

FDISK(F始Xible Disk)

図8 PDMS(プロセス

入出力管理システム)の

機能と構成 pDMSでは,

Pl/0(プロセス入出力装置)の

データ構造を標準化し,論三哩

的なレベルでのプログラミン

グを可能とするとともに.実

機がなくてもユーザープログ

ラムのテストができるように

配慮Lてある｡

テム)とかJフ成る｡これにより,ユーザーは高級言語でのREAD/

WRITE文(CRTの場合は専用マクロ)によって論理レベルで

入出力が‾可能となり,入出力装置を制御することに伴うバッ

フ7>の管f軋 コート変換,入f-1りJ装置間の凝合音別御などを自

動的に行なわせることができる｡

B 結 言

計算機制御システムの多様化,大形化及び裡雑化の動向に

こたえる32ビット･リアルタイムマシンHIDIC V90/50グ)去巨

本制御ソフトウェアは,バーチャル システム アーキテクチ

ャを軸としたソフトウェアの生産性向上と,機能分散マルチ

プロセッサ構造とフ7-ムウェア技術をベースにした性能向

上を主眼とし,更にはHIDIC80シリーズ以来の蓄積された

高イ言束則空技法,高いシステム構成能力を目指して開発したも

のである｡しかし,今後共ハードウェアの進歩,制御技術の

発展及びソフトウェア技術のl｢･J上は不断に進行していく もの

と思われる｡システムは/今後共とどまることなく発展生士毒し

ていわく ものであり,日立製作所は新しいニ【ズ,新しい技術

に即応して不断の努ノJを和をみ重ねていく々えである｡
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